




































「富山スタディ」の対象児のうち.4 保育所通所児(107 名)に、小学校教育を受ける前の 2

年間に家庭・保育所ぐるみで食育を計画し、実践を開始した。

自分の体に関心を持たせ、食品をテーマに遊び、食材のルーツ(自然界)、食物の型、名称

を知り、調理に参加し、自分に合った食事量を選ぶなどして食事に関心を持つよう試みた。

第一回目親の意識調査では他の保育所群との間にはとくに差を認めなかった.


